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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

上体起こし、立ち幅跳び、ソフトボール投

げ、50ｍ走、握力 

○前回の記録より下回った種目 

長座体前屈、反復横跳び、20ｍシャトルラン 

・ソフトボール投げと握力は全国平均を大きく上回

っている。上体起こしの平均記録は前年度より 3

回増え、全国平均とほぼ同じ水準となった。 

・柔軟性と全身持久力が全国平均を下回っている。 

 ○前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

上体起こし、長座体前屈、立ち幅跳び、50ｍ

走 

○前回の記録より下回った種目 

握力、反復横跳び、20ｍシャトルラン、ソフトボー

ル投げ 

・握力は全国平均を大きく上回っている。上体

起こしの平均記録は前年度より3回増え、全国平

均とほぼ同じとなった。 

・全身持久力が全国平均を大きく下回っている。 

 ○運動が好きと回答した割合が全国平均より

も、男子は5ポイント高く、女子は8ポイント

低い。また、運動が嫌いと答えた女子の割合

は、全国平均より20ポイント以上高い 

○男子はよく運動する層（420分以上/週）が全国

平均よりも 7ポイント高い。一方、ほとんど運動し

ない層（60分未満/週）が男女ともに 2割を超えて

いる。 

・「日常的によく運動する児童」と「ほとんど

運動しない児童」に二極化している。 

・「運動が好き」と「運動する時間の長さ」に

強い相関関係が見られる。運動の楽しさを実

感できる場面を作ることが鍵を握る。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１か月に１回程度の特別４時間（教職員研修日）の日は４時間授業としており、外で体を動かす機会にできる。その趣旨を家庭や地域と共有する。 

スキー学習において、家庭や地域の方に保護者サポーターとして協力を仰ぎ、安全かつ充実した体育の授業の構築に協力いただく。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

運動の楽しさに触れられる「課題探求

的な学習」の推進 

・子どもが自ら課題をもって学習し、

できなかったことができるように

なる体験を積み重ねることで、運動

の楽しさを味わえるようにする。 

・ボールを使った運動にバルシュー

レを取り入れ、楽しみながら基礎運

動能力と思考力を身に付けられる

ようにする。 

・マット・跳び箱週間を活用し、授業

中の運動量を増やし、探究活動を充

実させる。 

食育・健康教育の推進 

・栄養教諭と連携した、給食の献立を考え

る授業（５年総合的な学習の時間）や委

員会活動（健康委員会）を行う。 

・養護教諭と栄養教諭が中心となって行

う全校学活の中で、自分の生活を客観的

に見たり、考えて選択する場面を設けた

りして、自律を促していく。 

・「運動、食事、休養・睡眠」と自分の実

生活を結び付ける学習を進め、特に本校

の課題である朝食喫食を促していく。 

運動機会の充実を図る環境作り 

・毎週金曜日の中休みを、全員外遊びを推奨

する『ビタミンデー』と設定する。 

三間（仲間、時間、空間）の創出 

・全学級にモルックを常備し、運動が苦手な

子も楽しめるようにする。また、町内会と連

携してモルック大会を実施する予定。 

・わくわくルームにボルダリングスペースや

バランスボールを設置し、遊びながら体幹

を鍛える場を提供している。 

さっぽろっ子「自治的な活動」との関連 

・委員会やクラブ活動において、子どもの声

を大切にし、自分たちの考える活動を実現

できるような取組を充実させる。 


